




 

妊産婦死亡の問題を,(1)(中心的な)医療機関(における実態と問題点)という立場

と,(2)(末端的な)地区(における妊産婦死亡)という立場とから追究し,厚生行政などにで

きるだけ反映しやすい資料を提供したいと思って努力してきた。なおこの班は,弘前大学,

秋田大学及び鹿児島大学の各産科婦人科学教室によって構成されているが,昭和 53 年度に

おける主な研究所得は,次の如くである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


